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HP 認定プロフェッショナル 
Get IT Right the First Time.

HP 認定プロフェッショナルプログラムを利用

して、必要なビジネスおよびテクニカルスキ

ルで現在の課題に対処できるように準備する

ことができます。スキルと信頼性において業

界での基準とみなされている国際レベルの認

定プログラムにご参加ください。 

このガイドを使用すると、すべての HP 認
定レベルと取得可能な認定資格についての

情報にすばやくアクセスできます。必要な

情報に絞った検索やダウンロードが簡単に

できるように、情報はモジュール形式にな

っています。本書は、モジュール 1 で、HP 
認定プロフェッショナルプログラムの概要

を説明しています。
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HP 認定はパーフェクトなツール 
HP 認定プロフェッショナルの認定は、HP 製品およびソリューションに特化したエキスパートで

あることを証明するもので、認定を受けることによるメリットがあります。HP 認定プロフェッシ

ョナルの資格を得ると、特定のフォーカスエリアにおけるスキルを持っていることが証明されま

す。雇用主とお客様は、認定されるスキルを重要視するので、HP 認定プロフェッショナルプログ

ラムによって、キャリアアップの面と、雇用の保証、所得アップの可能性、および業界での認知

といったその他の報酬の面で優位に立つことができます。HP 認定によって、自分が生産的で信頼

できるベストな人材であり、競争力アップに必要なビジネスアジリティも備えていることを、雇

用主とお客様に示すことができます。 

HP 認定プロフェッショナルプログラムは、パフォーマンス計画と人材管理のパーフェクトなツー

ルを提供します。これによって、競争が激化するビジネス環境の課題に対処する能力が自分にあ

ることを確認できます。 

 

自分の価値を高める 
お客様、雇用主、および同僚の目に見える形で価値が高まります。これは、HP 認定プロフェッシ

ョナルプログラムの認定を受ける多くの利点のうちの 1 つです。また、HP 認定プロフェッショ

ナルプログラムによって提供されるツール、トレーニング、サポート、およびブランド価値によ

り、専門知識を確立するだけではなく、スキルを強化し自分の市場価値を高めることができます。 

 

スキルのギャップを埋める 
競争の多いグローバル経済でビジネス成果の増大を目指すには、ますます複雑になる IT ソリュー

ションが必要になります。しかし、既存の IT 人員の技術担当者の多くは、企業が今すぐ必要とし

ている適切なスキルを持ち合わせていません。同時に、多くの営業担当者は、顧客のビジネスの

真のニーズを理解して最適なソリューションを提案するための正しい販売知識および業界知識を

持っていません。その結果、高度に熟練した技術担当者および販売担当者の専門知識は、これま

でよりも貴重になります。 

HP 認定プロフェッショナルプログラムを通じて最新のテクノロジーについてのコースを受講し認

定資格を得ることにより、このスキルのギャップを埋め、自分の価値を高めてください。関連性

が高く実務的なトレーニングや集中的な知識の移転が行われる会議やイベントに参加することに

よって、雇用主や顧客が求めるスキルが得られます。  
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信頼性、スキル、売上のアップ 
HP 認定プロフェッショナルの認定者は、お客様に技術を伝え、それを機能させ、業務目標を達成

するようにサポートする人材です。また、培った専門知識と HP からの特別なサポートにより、

ソリューション提案までの時間を短縮し、より高いレベルのパフォーマンスを示すことができま

す。つまり、HP 認定プロフェッショナルになると、求められる人材となります。 

 

HP との関係の確立 
HP 認定プロフェッショナルプログラムに対する投資は、HP との長期にわたる関係の始まりとな

ります。このパートナーシップを通じて、HP は、認定者が仕事での成功に役立つ人、リソース、

トレーニング、および情報にアクセスできるようにします。また、プログラムの特典により、継

続的な学習機会、情報および専門知識、専用ツールおよびユーティリティ、およびキャリアアッ

プのチャンスに特にアクセスできます。   

どのプログラムでも、特典は、地域、所在地、認定レベル、保持する認定および認定ステータス

ごとに異なります。プログラムは、そのプログラムに認定における投資に基づいているので、高

い認定レベルに進むと、特典の報酬はより大きくなります。 

 

HP 認定プロフェッショナルの対象者 
HP 認定プロフェッショナルプログラムは HP パートナー、お客様、雇用主のニーズを満たすよう

に設計されています。プログラムが対象としているは、HP 製品、技術、またはソリューション用

に作成されたスキルテストに合格することで自分のスキルを実証することに興味がある営業およ

び技術 IT 担当者です。これらのスキルテストは、今日の市場の多数の IT 職務に関連付けられてい

ます。受講者には、初めて IT 業界に入ってくる人も、多くの技術分野でさまざまな仕事を経験し

ている熟練したプロフェッショナルもいます。   

世界で認められている HP 認定プロフェッショナルプログラムには、5 つのフォーカスエリアが

あります。   

 セールス  
 テクニカルプリセールス 
 テクニカルインテグレーション  
 システムアドミニストレーション  
 ハードウェアサポート 

 
各フォーカスエリアには複数の認定レベルがあり、キャリア開発のための包括的なフレームワー

クを提供します。 

次にあてはまる方は、ぜひこのプログラムにご参加ください。 

 HP の技術に基づいたソリューションを販売している  
 HP の技術に基づいたソリューションを計画して設計している  
 HP の技術に基づいた複雑なソリューションを展開している  
 HP ソリューションまたは HP オペレーティングシステムを展開または管理している  
 HP 製品のハードウェアの保守およびサポートを提供している  

 
HP チャネル パートナーのために働いている場合は、HP から 1 つ以上の認定を受けてそれを保持

することを雇用主から要求される可能性があります。個別の従業員の認定は、たいていの場合、

企業による HP 製品の販売またはサービスの承認の要件として使用されます。HP 認定の取得を考

える前に、雇用主とこの点について話し合うことをお勧めします。 
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認定を受けてその資格を保持するのは、雇用主ではなく個人であることに注意してください。取

得した認定資格は、今後のキャリアにおいても自分の財産となります。 

 

認定を受ける理由 
HP 認定を受けると、次のメリットがあります。 

 雇用主およびお客様にとっての自分の価値を高めることができます。 

 より戦略的なプロジェクトで、自分を "信頼できるアドバイザ" の位置に押し上げることがで

きます。 
 専門的な能力を開発するために定められたキャリアアップへの道が開けます。 

 HP との継続的な学習関係をスタートできます。 
 仕事でさらに成功するために役立つ専門知識に特別にアクセスできます。 

 多くの場合、雇用主が HP パートナープログラムの要件を満たすのに役立ちます。 

 

関連するプログラムおよびリソースについての情報 
HP 認定プロフェッショナルプログラムは、HP パートナープログラムおよび HP パートナーラー

ニングと緊密に関連しています。これらのトピックエリアについての情報は、HP.com の他の場所、

またはコンテンツ固有のポータルに記載されています。HP 認定を受験する方は、次に示すリソー

スを使用して、特定の認定の必須条件の確認、トレーニングおよび認定試験の申し込み、および

認定までの作業の進捗の追跡を行います。 
 

 Partner Portal - HP 認定を受験するには地域の Partner Portal にアクセスする必要があります。

Partner Portal での操作を開始する方法については、http://www.hp.com/go/partnerlearning 
を参照してください。  

 ラーニングセンター – ラーニングセンターは、認定の必須条件、役に立つトレーニングおよ

び認定試験へのアクセスについての情報をすべて含むラーニング管理システムです。ラーニ

ングセンターを通じて、上司と一緒にキャリアアップの追跡および管理を行うことができま

す。ラーニングセンターについては、

http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/whats_learning_center.html を参照してくだ

さい。  

 

このプログラムガイドの他のモジュール 

モジュール 1:  プログラムの概要 –  HP認定プロフェッショナルになるべきなのはどのような

人か、そしてその理由を何かを説明します。

モジュール 2:  HP 認定について – 5 つの認定フォーカスエリア、認定で要求されるスキルと

知識、および認定のライフサイクルについて説明します。 

モジュール 3:  認定されるまでのステップ – HP 認定までのステップの最初から説明します。 

モジュール 4:  認定試験 – 認定試験の準備、受験の申し込み方法、および認定に対する投資を

保護するために適用されている試験のセキュリティについて説明します。 

モジュール 5:  HP パートナーラーニングの概要 – オンラインコースから講師指導のコースや実

習に至る HP トレーニングの広大な世界について説明します。 
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http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/index.html
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/whats_learning_center.html
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod1-PrgmIntro.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod2-AboutCert.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod3-StepsToCert.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod4-Exams.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod5-PartnerLearnOverview.pdf


モジュール 6:  取得可能な認定資格 – HP には 100 を超えるテクニカル認定およびセールス認

定があります。現在取得可能なすべての認定の一覧が記載されています。 

モジュール 7:  米国およびカナダ地域の情報

モジュール 8:  ラテンアメリカ地域の情報

モジュール 9:  欧州、中東、およびアフリカ地域の情報

モジュール 10:  アジア太平洋地域の情報

モジュール 11:  日本の地域情報

 

 
 
 

© 2008 Hewlett-Packard Development Company, L.P. 記載されている情報は予告なしに変更される場合があります。

HP 製品およびサービスの唯一の保証は、当該製品およびサービスに付属する明示の保証の通知に記載されています。こ

こに定める条項は、いずれも追加保証を構成すると解釈されないものとします。HP は、記載されている技

術上および編集上の誤りまたは脱落に関して一切の責任を負いかねます。 
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http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod6-AvailCerts.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod7-US_CanadaSpecific.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod8-LASpecific.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod9-EMEASpecific.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod10-APSpecific.pdf
http://h10120.www1.hp.com/partnerlearning/documents/HPCPMod11-JapanSpecific.pdf
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